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雑草の発生を抑えた緑地の施工管理

除草の手間と費用をカットして、
緑地を安価に維持管理！

遊休地や事業所構内の雑草対策は草刈りが主体ですが、年間を通じた
景観の向上、花粉症などの発生源除去、そして除草の手間と費用削減
のため、グラウンドカバー植物を防草に利用した、緑地の
施工管理技術を開発しました。グラウンドカバー植物とは、
景観と雑草対策を兼ねて植える背の低い植物です。

1．雑草の発生が少ない緑地を安価に維持できる
2．シバ草類主体で草丈が低く、景観が良好である
3．数種類の植物を混ぜ合わせているため環境の
変化にも強い

特　　　　長

工場などの一定面積の緑地
施設や公園のバックヤード
雑草対策の大変な一般の庭など
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グランドカバー施工のご相談・お問い合わせは、下記で承っております。
中電不動産（株） 建設事業本部　環境緑化部（TEL 052-614-7720）
詳しくは、中部電力ホームページ「研究PRカタログ集」をご覧ください。

電力施設での施工事例（上段：施工前、下段：施工後）

標準工程


